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　　　　　　　　　　滿洲國産高粱酒用麹類の 研 究 （第 2 報 ）

　　　　　　　　　麹類 の 高粱 に對す る醗酵化學的試驗法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山　　　崎　　　百　　　治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　　藤　　善　　一 　　郎

　　　　　　　　　緒　　　　　言

　1．著者山 崎は第 1報に於 て 、 麹類の調査成績 、 所 含菌類の分離及 び其 出現 聚絡概數に就 て 、 報告

せ り。

　2．麹類の高粱に對 する 、 醗醪化學 的作用を 、 比較研究 するに當 り、 先づ誤差の最 も少なき試驗法

を定む るの必要あ り。 本報文は該試驗法の決定 に關す る もの な り。

　　　　　　　　　實　　　　 驢

　　　　　 1． 試　　　　　料

　1．麹 （逋稱「麭子 」）の粉末

　　　　（1）産地　満洲國奉天省撫順糧棧街 1番地　満洲造酒株式會瓧 。

　　　　（2）製造 並に使用年月　昭和 8年春季 の製造 に係 り、 同年 9月 該會瓧 に於て 使用中の もの

　　　　　　な り。

　　　　（3）麹粉末浸出液の性質　麹粉末 79 を 500ccの 室温 蒸溜水に て 、 1時聞振盪 浸出せ し溶

　　　　　 液の性質次ぎの 如 し。

　　　　　　　　　　　　　　第　1 表　　麹粉末浸出液の性質

　　　　浸出液の th　 　 　 　 　 　 　 　 浸出液 25・ c 中 の 諸成分

　　　　　（・8e・ ・　 蟄／t。。。聲） 繭 憲。笛　壽。 藷濯， 　 酒 精

　　　　　 2・74　　　　　　　　　　020cc　　　　　　　　　O．65cc　　　　　　　　　O．25cc　　　　　　　　　O．00

2．高 粱 の 擂 碑 粒

　　　 （1）産地　満洲國奉天 省遼陽縣産に して 、 前記會肚 に於 て擂碎 し、 昭和 8年 9月 、 同瓧 に

　　　　　 て使用中の もの な り。

　　　 （2）高粱擂碎の 程度 第 2 表の如 し。

　　　　　　　　　　　　　　 第 2 表 　　高粱擂碎 の程度

　 擂俸粒の 大 さ く單位 mm ・） O・25pJ下　O．25 〜 O・50 ・5−．1．0　　1〜 2　　 2 〜 4　　4 以上 　　合 計

　 10C分峯 （％）　　　　　　　　　　　2．03　　　　　2．76　　　　8，05　　　　29．13　　　　57．53　　　　0．Se　　　　100．00

　　　 （3）高粱擂碎粒の 化學的成分　粉末 とな し 、 常法に よ り分析す 。
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　　　　　　　　　　　　第　3 表　　高粱擂碎粒の化學的成分

・ 　 ・ 細 糲 ・ 羨論 粗繊維 瀦 鞴 紬 灰 分 合 計

　氣輜 勿 100分琴皇（％）　　　13．73　　　8．34　　　　3．41　　　　 1．75　　　　0．58　　　　0，64　　　68．96　　　2．59　　　　1CO．OO

　轍 物 ICO脾 （％）　　　　− 　　　　9．67　　　　3．95　　　　2．03　　　　0．67　　　　0．　74　　　79．94　　　3．00　　　　100．CO

　　　　　II． 麹粉末作 用時間 の選擇

1．高 粱擂碎粒（即被作用物質）の慮理…一
培 養基の調製

　　　（1）高粱擂碎粒に 、 其 70％（重量）の熱水 を加 へ
、 充分よ く攪 拌混和 して 、1 夜靜置す 。

　　　（2）高粱擂碎粒 20gに相當す る加 熱水高粱擂碎粒 を 、 内容約 200ccの三角瓶に探 り、綿栓

　　　　　を施 し 、 氣壓20封度の 下に 、 1時 間 Eclipse　sterilizer にて殺 菌す 。 斯か る もの は 、 高

　　　　　粱擂碎粒培養基 な り。

　　　（3）高 粱擂碎粒培養源の化學的成分 前記 の如 く處理せ し高梁擂篠粒を 、 三角瓶よ り取出

　　　　　し 、 氣乾粉碎後常法に よ り分析す。

　　　　　　　　　　 第　4 表　　高粱擂碎粒培養源の化 學的成分

成 　 分 水 分 糲 蟻 譎 轢 瀦 儲 翻 灰 ny舗

新鮮物 100分攀（％）　 44。27　 5．70　　 2．25　　 i．39　 0．55　　 0，78　 43 ．72　　 1．34　　 100．00

氣乾物 三〇〇分崋（％）　 15．10　　8．70　　 3．42　　 2．12　 0．83　　 1．19　 66．59　　 2．C5　　 100．OO

乾燥物 1GO分李（％）　 − 　　10．24　　 4．03　　 2．50　 0．98　　 L40 　 78．44　　2．41　 100．00

2．高粱擂猝粒培養 源、麹粉末及 び殺菌水の混和一一菌類の接種

　　　（1）麹粉末 5g を培養源に加 へ
、 殺菌峭 子棒 にて攪拌混和す。

　　　（2）更に殺菌水道水 10ccを加 へ 、3者を充分に よ く攪拌混和す。

3．麹粉末の 作用條件

　　　（1）澱 　　300±0．50C

　　　（2）時…間（單位 、時 ） 48．72，％ ．120．144。

4．三 角瓶内容物の分析

　　　（1）分析用試料の調製 三角瓶 1 個の内容物を 、 約 100cc の蒸溜水 にて 、 乳 鉢に移 し、 孚L

　　　　　棒 にて磨碎浸 出を兼ね行ひ 、 液分は定量 フ ラ ス コ に移す 。 是を數 回繰 り返 し、全部を

　　　　　該 フ ラ ス コ に移 し、500cc に充 す。 充分振盪後 乾燥濾紙に て濾過 し、其濾液を試料 と

　　　　　なす 。

　　　（2）分析法　總酸 、 ア 1 ／tw、 酒精等に は 25ccを 、 還 元糖に は 20ccを綵 りて 分析す。 其

　　　　　方法 は既報參照 。

　　　（3）分析成績は第 5表の 如 し。
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第　5　表　　麹粉末 の高粱播碎粒培養源に對す る醗酵化學的作用 と時間 との關係

作用 時間
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5．分析成績 の考察

　　　（1）中轍 差公 式 ・
＝＝＝・・卿 噐 に よ P・ ・ 郷 表 よ り ・ ・ 鯨 棟 漱 ぎの如し ・
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く

r 商奥 雪
　 　 　 　 　 　

丶、

総
（cc ）

酸 酸ノ

）
　

 

ミ

（

ア 選　　元　　糖
　 　 （cc ）

　48　　　　　　　　 ±0，030 　　　　　　　 ± OX）19　　　　　　　 ± O．090

　72　　　　　　　　　　　　　” O．091　　　　　　　　　　　” 0．033　　　　　　　　　　　” 0．192

　96　　　　　　　　　　　　　　「10 ．055　　　　　　　　　　　　” 0．051　　　　　　　　　　　　” O，267

120　　　　　　　　　　　　　　　” 0．060　　　　　　　　　　　　　” 0．034　　　　　　　　　　　　　” O．183

144　　　　　　　　　　　　　” 0．014　　　　　　　　　　　” O．030　　　　　　　　　　　” O．134
zF 　　均　　　　　　　　　　　　　” 0．050　　　　　　　　　　　　　” 0．033　　　　　　　　　　　　　” 0．173

　（2）該 中央誤差の卒均値 に對 する100分率は 、 次 ぎの 如 し。

酒
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　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
｝ −

　 　 　 48　　　　　　　　　　 ± t．96　　　　　　　　：ヒ　7．31　　　　　　　 ± 11．84 　　　　　　　：ヒ　OOO 　　　　　　　土　528

　　　 72　　　　　　　　　　　　” 6．36　　　　　　　　　”　9．04　　　　　　　　　” 30．48　　　　　　　　　” 42．31　　　　　　　　” 22，05

　　　 96　　　　　　　　　　　　”4．20　　　　　　　　” 10．85　　　　　　　　” 20．23　　　　　　　　”　0．00　　　　　　　　”　8，82

　　　：鴛　 1鴛：　 蠶 　 罅：：：　 ；
、：：器 i 二、1：窮

　 　 zF 　　均　　　　　　　　　　” 3．58　　　　　　　　”　7，92　　　　　　　　” 22．05　　　　　　　　” 14．18　　　　　　　　” 11．93

　　　 （3）麹粉末 の 作用時間は 、 48時 間の場合に 、 實驗誤差最少な り。 由つ て 、 麹粉末の作 用時

　　　　　 間 と して 、
　48時 間を選懌せ り。

　　　 （4）李均値 に就 て 考察 するに 、 總酸及び酒精は時間 と共 に減 少の傾向に 、 ア t ノ 酸は共反

　　　　　 對の傾 向にあ り。 而 して 、 還元糖は獪減の傾 向一様な らす 。

　　　　　IIL　高粱擂碎粒の 處理 上 に 於 け る加熟水量 の 選擇

L 高粱擂碎粒の處理

　　　 （1）高粱擂碎粒に 、 共50％、60％、70％、80％、90％ 及び 100％（重量）の熱水を加 へ
、 前

　　　　　 記の 如 く處理す。

　　　 （2）其他 豆、1．參照 Q

2・高粱擂碎粒培養源 、 麹粉末及び殺菌水 の混和一…・9 、 2．參照 。

3．猫粉末の作 用條件

　　　 〔1）温度 300± O．5°c
’

　　　 （2）時聞　48時間。

4．三角瓶内容物の分析…・…・1 、4．參照 。

分析成績は第 6表の 如 し。
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』

（第 徽 ）　 　 　 ng

第 6 表　高粱擂碎粒の處理上 、加熱水 量 と麹粉末 の醗酵化舉的作用 との關係
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5．分析成績の考察

　　　（1）中蝦 差公 式 ・覗 674》器 に よ bZ 第 俵 ・ り・ を求む楓 次 ぎの 如 L ・
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　　　（3）高 梁擂碎粒の處理上 、加熱水量90％の場合に 、 實驗誤差最少な り。 由つ て 、高粱擂碎

　　　　　粒 の處理 に際 し 、 添加すべ 9 熱水量は、90％を選擇せ り。

　　　（4）罕均値に就て考察 す る に 、總酸は加熱水量の増加 と共に 、概 して壇加 の傾 向に あ り。

　　　　　ア ミ ノ酸、還元糖 、 酒精等は 、 加熱水量の多少 と、

“ 貫した る傾向を示 さざ る も 、 加

　　　　 熱水量の 多 き もの は、生産量大な るが如 し。

　　　　 IV ． 高粱擂碎粒培 養源 に ・ 麹紛末の 混和上 、 添加 殺菌水量 の 選擇 ．

1，高粱擂碎粒の處理

　　　（1）高粱擂碎粒に 、其90％（重量）の熱水を加 へ
、 前記の 如 く處理す 。

　　　（2）其他 亙 、 L 參照 0

2．窩梁擂碎粒培養源 、 麹粉末及 び殺 菌水 の混和

　　　（1）該培養源に 、 麹粉末 と共 に 、 5cc， 10cc
．
15cc，20cc，

　25cc及 び 30ccの殺 菌水邁水を加

　　　　 へ
、 前記 の如 く操作す 。

　　　（2）共他 1 、 2．參照 。

3，麹粉宋の作用條件

　　　（1）温度 30° ± 05 °C
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　　　（2）時…間　　48日寺開 0

4．三 角瓶内容物の分析

　　　（1）　五 、　4，參∫1熹o

　　　（2）分 析成績は第 7表の如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　7　　 　 表

　 高粱擂碎粒培養源に 、麹粉末の混和上 、添加殺菌水量 と麹粉宋 の醴 酵化學的作用 との關係
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5．分析成績の考察

（1）中燃 差公 il：・r・一＝・ 酣 葎！に よ i）て 、 第 7表よ り、γ を求む れば次 ぎの 如 し。

裾 鑾 1
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（2）該 中央該差の 、
zド均値に 對 す る100分率は次ぎの如 し。
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歴
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” 12．64
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　　　（3）高粱擂碎粒培 養源に 灘 粉末の 混禾吐 添 加殺菌水量 10ccの 場合、こ 、
　X 驗誤灘 少な

　　　　　り。 由つ て 、 高粱擂碎粒培養源に、麹粉末 を混和す る に際 し 、 添加 すべ き殺菌水量は

　　　　　10ccを選擇せ り。

　　　（4）軍 均値に就て考察 す る に 、 總酸 、 ア ミ ノ 酸 、 酒精等は 、 添加水量の壇加 と共に 、檜加

　　　　　す る傾 向にあ る も 、

・還元 糖は＃反對の傾向 にあ り。

　　　　　V ・ 高粱擂碎粒培 養源 に混和 す べ き麹粉末量の 選擇

L 高粱擂碑粒の處理　N 、 1．參照 。

2．高粱擂碎粒培養源 、麹粉末 及び殺菌水の混和

　　　（1）該培養源に ・ 殺菌水 道水 10ccと共 に 、麹粉末 lg
，
39

，
59

，
79 及 び 99 を加 へ

、 前記の

　　　　　如 く操作す 。

　　　（2）其他 1 、 2．參照Q

3．麹粉末 の作用條件

　　　（1）　i品度　　300±0．50C

　　　（2）時聞　48時聞。
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4，三角瓶内容 物の分析

　　　（1）　1 、　4．參旦Ko

　　　（2）分析成績は第 8表の 郊 し。

　　第　8 表　 高 粱擂曄粒培養源に 、混 和すべ き麹粉末量 と其醴酵化學的作 用 との關係
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5．分析成績の考察

（1）中央講 公式 ・
一・・67・》器 に よ り・第 ・表 ・ り・を求むれば 、 次 ぎの 女・・Lo

聴嘱 1♂愈
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（2）該 中央誤差の 、 罕均値に對 する 、 100分率は次ぎの 如し 。
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　　　（3）高粱擂碎粒培養源 に 、 混 和すべ き麹粉末 量は 、79 の場合 に 、實驗誤差最 も僅少 な り。

　　　　　由つ て ・ 高 粱擂碎粒培養源に 、 殺菌水量 10ccと共 に 、 混和す べ き麹粉末 量は 79 を選

　　　　　擇す 。

　　　（4）軍均値に就 て考察するに 、 總酸、ア ミ ノ 酸 、 酒精等は 、 麹粉末 の獪 量 と共 に 、 増加 の

　　　　　傾向に ある も、 還元糖は其増
’
減
一
様 な らす。

　　　　　VL 　再 び麹 粉末作用時間の 選擇

1．高粱擂碎粒の處理

　　　（1）高粱擂曄粒に 、其 90％（重量）の熱水 を加 へ
、 前記 の 如 く處理す 。 1 、 5，（3）參照。

　　　（2）其他 1 、 1．参照。

2．高粱擂碎粒培養源に 、 麹粉末 並 に殺菌水道水 の混和

　　　（1）該培養源に ・麹粉宋 79及 び殺菌水道水 10ccを混和す。
　 N 、 5．（3）及 び Y 、 5．（3）參照 。

　　　（2）其他 亙 、 2．參照。

3，麹粉末 の作用條件

　　　（1）温 度 30° ±0．5°C

　　　（2）時聞（單位、時 ） 48，72，96，120。
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4，三角瓶内容物の 分析

　　　（1） 豆 、
4，參照 。

　　　（2）分析成績は第 9表の如 し。

　 第　9 表　 實驗誤差最僅少の場合に 於ける 、 麹粉末 の醗酵化學的作用 と時間 との 關係
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　　　　 （3）實驗誤差最僅少の場合に於ける 、 麹粉末 の作用時 間は 、 48時 間の場合 に 、 實驗誤差最

　　　　　　　も僅少 な り。 此 作用時聞は 既に實驗上證明 せ られ た る もの な り。

　　　　 （4）李均値に就て考察す るに、總酸、 ア ミ ノ 酸 、酒精等は 、 96時 聞まで は 時 間の獪加 と共

　　　　　　 に 減少 せ し も、120時 間に於 て増加 を示 せ b 。 而 して ，還元糖 は其檜滅一襟 ならす。

　　　　　　　　　　摘　　　　　要

　 1．満洲國産高粱酒用麹類の 、 高粱に對す る醗酵化學的作用を、比 較 研究する t めに 、賞驗誤差の

最 も少 な き實驗法 を 、 試驗攷究 せ り0

　 2，共結果得 られ ナこる諸條件次 ぎの如し。

　　　　 （1）高粱擂碑粒に其 90％の熱水を加 へ
、 充分よ く攬拌混和 して 、1夜 靜置す。 原高粱擂碎

　　　　　　 粒 20gに相當する量を 、三角瓶に納 め殺菌す 。

　　　　 （2）該高 粱擂碎粒培養源に 、 麹粉末 7畧 を加 へ
、 攪 拌混和 す 。 更に殺菌水道水 10cc を加 へ

　　　　　　 三者の均等な る混和分布 を計 る 。

　　　　．（
3）麹粉末 の作用温 度は 30° ±05 ° C に して 、 作用時 間は 48 時 間 とす。

　　　　　　　 附　　　　　記

　本寳驗 に要d し 費用 の多 く【  外務省文化事業部 の研究助成 金 よ uJ支辨ぜ り。 茲 に特記 して 、厚 く感 謝 の 意々

表 す 。

　本實験用試料な寄膾ぜ られ†こる 、 滿洲造酒株式會 瓧 1二深謝す 。　 （於宇都宮高等農林學校）
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